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2RP－4 環境問題とリユース・リサイクルの意識と行動(第2報)
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教　　育

＜目的＞第１報を踏まえ、第２報では身近な問題として大学生が取り組むことのできるリ

ユース・リサイクルに関する意識に焦点を合わせて意識と行動との関連を明らかにする。

＜方法＞調査方法は第１報と同じである。第２報では、リユース・リサイクル行動と環境

問題に関する知識度、環境問題への関ら度、環境保護に対する意欲度、リサイクル行動を

促す感覚度、リサイクル行動に関する信念度との関連に焦点を合わせた。それぞれの項目

は得M化して分析を行なった。

＜結果＞今回の調査では、環境問題に関する知識度の得点の高い者は全体の約１割であっ

た。そして、環境問題への関心ヽ度の高い者は約２割、環境保護に対する意欲度の高い者も

約２割、リサイクル行動を促す感覚度の高い者は約３割、リサイクル行動に関する信念度

の高い者はほんの3％しかいなかった。また、実際にリユース・リサイクル行動を積極的

にしている者は全体の6％で、しかも６割はほとんど行動をしていないことが示された。

リユース・リサイクル行動と環境問題への関心、環境保護に対する意欲、リサイクル行動

を促す感覚、リサイクル行動に関する信念とは相互に強い関連が見られた。特に、リサイ

クル行動に関する信念度の高い者はリユース・リサイクル行動を積極的に行なっていると

いう傾向が見られた。このことから、関心や意欲を高め、行動を促すような感覚を養い、

リサイクル行動に関する信念を持たせるような教育をすることがリユース・リサイクル行

動につながると思われ、そのためのシステムの構築が必要である。
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泉氏科短大生のがｦﾝﾊｱ堆動゜失庶ヽ

八毎々大矩秀　飢田　潮d-
　目的　近年ボランティア活動は国民が社会と主体的にかかわってゆく手段として、行政

、企業、学校で積極的に取り上げが開始され、その社会的評価が高まりつつある気運を示

し始めている．特に大学においては入試の評価、社会人になるための準備教育等で、ぞの

活動を支援する試みが全国的に広がろうとしている．本学においては1985年より短大家政

科教育のー授業科目の中で授業のー環として今日でも継続実施している．そこで本研究は

1985年と1994年と10年間の経緯を経て学生の体験したボランティア活動を通じて短大家政

科教育においていかにボランティア活動が必要であるかを明らかにし、今後の短大家政科

教育に役立てるために行ったものである．

　方法　ボランティア活動を開始した1985年と1994年について学生の体験したボランティ

ア活動の内容、対象者、活動場所、体験の結果、継続の有無を学生達の提出した体験報告

書を分析する方法を取り入れたものである．

　結果　1）学生のボランティア活動の内容は「手伝､う」というサービス活動、対象者は

　「老人」、活動場所は「施設、病人、機関」、体験結果は「体験して良かった」とそれぞ

れの項目で第１位を占めている．更に体験レポートより学生のボランティア活動に対する

意識は10年前に対比し．今日明らかに高揚していること力^確認された. 2)学生の自発性

を育てる教育の手段としてのボランティア活動が有意義であることもレポートより明らか

にされた. 3)人と人とのふれ合いが社会人となるための準備教育として重要であること

力明確化された．
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